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定期考査、小テスト、出席状況、課題、授業態度・意欲・関心による総合評価
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　原動機の構造と機能に関する知識と技術を習得し、原動機を有効に活用する能力と態
度を身に付ける。

学習内容 学習活動・学習のねらい

評価の観点

備考

学年 ２学年

学科 教科書

教科 工　業 科目 原動機 単位数 ２単位

機械造船科 コース 原動機（実教出版）機械コース

第１章　エネルギーの利用と変換
　１　エネルギー利用の歴史
  ２　こんにちのエネルギーと動力
  ３　エネルギーの現状と将来

第２章　流体機械
  １　流体機械のあらまし
  ２　流体機械の基礎
　　⑴　流体の基本的性質
　　⑵　圧力
　　⑶　管路の流れ
　　⑷　流体のエネルギー
　　⑸　流れにおけるエネルギー損失

・原動機の発達の歴史的要点と傾向の大略を、エネ
ルギーの利用と変換の観点から具体的に把握し、科
目「原動機」のあらましを理解している。
 
 

・流体機械の作動流体について、その諸性質を十分
に理解している。
・管路の流れにおける、流速・流量などの基本的事
項を学び、流れの持つ各エネルギーを理解してい
る。さらに流体の流れにおけるエネルギー保存則で
あるベルヌーイの定理とその応用例、並びに各種の
エネルギー損失についても理解している。

　３　流体の計測
　　⑴　圧力の測定
　　⑵　流速の測定
    ⑶　流量の測定

　４　ポンプ
　　⑴　ポンプの分類と利用
　　⑵　遠心・ 軸流・斜流・ターボポ
ンプ
　　⑶　容積式回転・容積式往復ポンプ

  ５　送風機・圧縮機と真空ポンプ
　　⑴　送風機・圧縮機の分類
　　⑵　遠心・軸流送風機・圧縮機
　　⑶　ターボ・容積形回転圧縮機

・流体の計測について、圧力の測定ではマノメータ
を、流速の測定ではピトー管を、流量の測定ではベ
ンチュリー計について、それぞれの測定原理を理解
している。

・ポンプについて作動形式による分類・構造・揚水
原理を理解し性能についても理論的に理解してい
る。

・送風機と圧縮機についてもポンプと同様に理解し
ている。また、作動原理・構造などをポンプと比較
することができる。

　６　水車
　　⑴　水車の利用と選定
　　⑵　各種水車
 

　７　油圧装置と空気圧装置

・水車は原動機として、被動機であるポンプとはエ
ネルギーの変換方向が逆であることを理解してい
る。このことに関してポンプ水車を学ぶことにより
理解を深めることができる。

・油圧・空気圧装置では、構成や主要部分の働きを
理解し、これらの利用について基礎的な知識を習得
することができる。


